
JICAの案件形成に際しては、相手国政府からの要請
に基づき、日本政府の閣議決定・採択前に案件内容の
審査・検討を通じて、事業の必要性を精査しています。

　また、事業実施前および終了後に事業評価を行い、
その結果を効果的な事業の実施と将来の類似事業の形
成にフィードバックしています。
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※1   海外投融資および有償勘定技術支援については、開発途上国からの支援要請や、日本政府の閣議決定・採択、国際約束の締結
を前提としません。

※2   JICAでは、技術協力、有償資金協力、無償資金協力それぞれのプロジェクトのPDCA（Plan-Do-Check-Action）サイクルを活
用した事業評価を行うことにより、事業のさらなる改善と国民へのアカウンタビリティを十分に果たす仕組みを導入しています。
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